
中央社会保険医療協議会 総会 （第67回） 議事次第  

平成17年7月13日（水）  

東海大学校友会館「阿蘇の間」  

（霞ヶ関ビル33階）  

○ 薬価調査について  

○ 特定保険医療材料価格調査について  

○ 医療機器の保険適用について  

○ 今後の検討の進め方について   



中医協 総－1  
1 7． 7．1 3  

平成17年度に実施する医薬品価格調査（薬価本調査）について（案）  

1 趣旨   

薬価基準の改正の基礎資料を得ることを目的として、薬価基準に収載され   

ている全医薬品について、保険医療機関及び保険薬局に対する医薬品販売業者   

の販売価格及び一定率で抽出された医療機関等での購入価格を調査。  

2 調査期間  

平成17年○月取引分を対象として平成17年○月○日から同年○月   
○日までの間に実施。  

3 調査の対象及び客体数   

（1）販売サイド調査  

保険医療機関及び保険薬局に医薬品を販売する営業所等の全数  

医薬品卸売一般販売業者調査客体数  約3，000客体  

歯科用薬剤販売業者調査客体数  約700客体  

（2）購入サイド調査   

① 病院の全数から、層化無作為抽出法により10分の1の抽出率で抽出  
された病院  

調査客体数  約900客体  

② 診療所の全数から、層化無作為抽出法により100分の1の抽出率で  
抽出された診療所  

調査客体数  約1，000客体  

③1ケ月の処方せんの受付枚数が300枚以上の保険薬局の全数から、   

層化無作為抽出法により20分の1の抽出率で抽出された保険薬局  
調査客体数  約1，500客体  

4 調査事項  

薬価基準に収載されている医薬品の品目ごとの販売（購入）価格及び販売   

（購入）数量を調査。   



中医協 総－ 2  
1 7． 7．1 3  

平成17年度に実施予定の特定保険医療材料価格調査について（案）   

1．趣旨   

材料価格基準の改正の基礎資料を得ることを目的として、特定保険医療材料につい  

て、保険医療機関、歯科技工所及び保険薬局に販売する医療機器販売業者の販売価  

格及び一定率で抽出された医療機関等での購入価格を調査。  

2．調査期間   

平成17年○月から同年○月取引分を対象とし、平成17年○月○日から同年○月○   

日の問で実施（ただし、ダイアライザー、フイルム、歯科材料及び保険薬局調査分につい  

ては、平成17年○月取引分のみを対象）。  

3．調査の対象及び客体   

（1）販売サイド調査  

保険医療機関、歯科技工所及び保険薬局に特定保険医療材料を販売する医療機  

器販売業者の全数  

調査客体数 約5，200客体  

（2）購入サイド調査  

① 病院、一般診療所（歯科診療所を除く。以下同じ。）の全数を対象とし、以下の  

ように抽出された病院及び一般診療所を客体とする。  

ア 病院の全数から、層化無作為抽出法により4分の1の抽出率で抽出された  

病院  

調査客対数 約2，300客体  

イ 一般診療所の全数から、層化無作為抽出法により80分の1の抽出率で抽  

出された一般診療所  

調査客体数 約1．200客体  

② 歯科診療所の全数から、層化無作為抽出法により60分の1の抽出率で抽出  

された歯科診療所  

調査客体数 約1．100客体  

③ 歯科技工所の全数から、層化無作為抽出法により60分の1の抽出率で抽出  

された歯科技工所  

調査客体数  約130客体  

④1ケ月の処方せんの受付枚数が300枚以上の保険薬局の全数から、層化無  

作為抽出法により20分の1の抽出率で抽出された保険薬局  

調査客体数 約1，500客体  

4．調査事項   

材料価格基準に収載されている特定保険医療材料の品目ごとの販売（購入）価格及  

び販売（購入）数量を調査。   

















中医協 総－4－2  

1 7． 7．1 3  

平成18年度診療報酬改定に向けた検討項目例  

（議論のためのたたき台）  

1 医療技術の適正な評イ  

○ 難易度、時間、技術力等を踏まえた評価の検討   

（手術に関する施設基準等の在り方の検討）  

○ 栄養・生活指導、重症化予防等の評価の検討  

○ 医療技術の評価・再評価の検討  

2 医療機関のコスト等の適切な反  

1 疾病の特性等に応じた評価  

○ 急性期入院医療に係る診断群分類別包括評価（DPC）導入の影響の検証   

を踏まえたDPCの在り方の検討  

○ 慢性期入院医療における患者の特性等に応じた包括評価の検討  

○ 回復期リハビリテーション、救急医療、小児医療、精神医療、在宅医療、   

終末期医療等の適切な評価の検討  

2 医療機関等の機能に応じた評価  

○ 初診料・再診料の体系等の外来医療の評価の在り方の検討  

○ 入院医療の評価の在り方の検討   



3 その他のコストの適切な反映  

○ 医療の質や安全の確保等に関するコストの評価の在り方の検討  

○ 入院時食事療養真の評価の在り方の検討  

3 患者の視点の重‡  

○ 患者への情報提供の推進、患者による選択の重視のための方策の検討  

○ 歯科診療報酬の見直しの検討  

○ 調剤報酬の見直しの検討  

○ 画期的新薬の適切な評価及び後発品の使用促進のための環境整備の検討  

○IT化の推進のための環境整備の検討  

5 診療報酬体系の在り方  

○ 医療技術の適正な評価（ドクターフィー的要素）及び医療機関のコストや   

機能等を適切に反映した総合的な評価（ホスピタルフィー的要素）の観点を   

踏まえた見直しの検討  

○ 診療報酬体系の簡素化・合理化の検討  

6 他の制度改革との連  

○ 介護保険制度に係る改革及び介護報酬改定との連携の検討  

○ 医療提供体制に係る改革との連携の検討  

㊤   






























